
0
は
じ
め
に

「
村
山
君
が
ド
イ
ツ
に
紹
学
し
ま
す
。
ど
ぅ
か
よ

き
学
び
の
時
を
持
ち
、
知
国
し
て
日
本
の
念
の
た

め
に
全
力
を
尽
す
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
。
ア
ー

メ
ン
」一

九
六
二
年
三
月
末
、
妾
と
五
歳
の
息
子
と
三
人

で
、
向
日
町
の
大
下
先
生
宅
を
訪
れ
九
。
忍
で
あ

る
こ
と
も
知
ら
ず
、
又
、
あ
や
夫
人
も
疲
れ
て
休
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
と
は
知
ら
ず
、
四
月
早
々
日
本
を

離
れ
る
た
め
の
挨
拶
に
と
門
の
べ
ル
を
押
し
た
。
や

や
問
を
置
い
て
夫
人
が
現
れ
、
再
び
奥
で
何
や
ら
話

し
て
お
ら
れ
た
が
、
ど
ぅ
ぞ
と
促
さ
れ
て
客
間
に
入

つ
た
。
人
共
休
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
九
私

陛
、
無
礼
を
詫
び
早
々
に
引
き
揚
げ
ま
す
と
申
し

あ
げ
た
が
、
引
き
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
や
大

人
が
手
製
の
昼
食
を
黒
し
た
か
ら
と
処
に
引
伸
ぱ

さ
れ
、
食
前
綴
謝
を
兼
ね
て
祈
っ
て
下
さ
っ
た
:
衛

祭
、
冒
頭
の
祈
り
で
あ
る
。

心
の
底
か
ら
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
あ
っ
た
が
、

熱
い
、
暖
い
、
愛
恬
に
溢
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四
月
二
十
一
日
午
後
四
時
三
十
五
分
、
大
下
先
生

が
六
一
歳
で
召
天
さ
れ
た
こ
と
を
、
妻
の
便
り
で
知

つ
九
。
南
ド
イ
ツ
の
美
し
い
町
ブ
ラ
ウ
ボ
イ
レ
ン
、

涌
酒
な
ゲ
ー
テ
ィ
ン
ス
テ
ィ
チ
ユ
ー
ト
の
横
を
流
れ

る
小
川
の
そ
ぱ
で
、
手
紙
を
握
り
締
め
て
、
「
あ
あ

お
や
じ
ノ
.
と
何
一
綴
を
流
し
た
こ
と
か
。

あ
や
夫
人
紀
よ
る
と
、
自
キ
大
下
先
生
に
お
目

に
か
か
れ
た
の
は
私
辻
が
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
内
午
の
歳
刃
が
流
れ
た
。

△
,
俸
の
ヒ
児
、
巡
削
の
予
定
で
、
ハ
ワ
イ
ホ
ノ

ル
ル
の
ハ
リ
ス
介
嗣
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
日
含
礼
拝

＼ノ

を
応
援
し
た
。
こ
こ
の
牧
帥
、
ロ
バ
ー
ト
・
 
W
 
・
一
フ

ー
ン
先
生
の
要
使
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は

豊
中
教
会
で
八
作
問
共
に
働
き
、
司
志
社
神
学
部
の

嘱
託
誠
師
も
さ
れ
て
い
九
方
で
あ
る
。

旅
に
出
轟
前
、
黒
社
時
線
の
綿
集
委
典
か
ら

電
話
が
あ
り
、
大
下
先
生
の
人
物
誌
を
書
い
て
く
れ

と
の
依
頼
が
あ
っ
九
。
丁
度
ヌ
ア
ヌ
組
合
教
会
の
清

水
昭
牧
師
の
と
こ
ろ
に
大
下
先
生
の
番
町
教
会
時
代

の
悦
教
原
稿
を
届
け
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
簡

単
に
引
受
け
た
。
何
と
か
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

清
水
牧
師
か
ら
昨
年
、
次
の
よ
う
な
便
り
が
届
い

て
い
九
。

「
私
九
ち
の
教
会
は
、
こ
の
二
月
に
教
会
創
立
百

年
の
記
念
を
迎
え
ま
し
た
。
・
・
:
・
・
従
っ
て
そ
の
後
も

同
志
社
と
の
関
係
は
深
く
、
奥
村
多
喜
衛
、
大
久
保

同志社人物誌(58)

大下角

村山盛敦
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真
次
郎
、
堀
貞
一
、
山
口
金
作
牧
師
と
続
い
て
来
任

さ
れ
、
戦
後
も
ま
た
し
ぱ
ら
く
し
て
原
忠
雄
牧
師
が

当
教
会
お
よ
び
マ
キ
キ
聖
城
教
会
で
働
か
れ
ま
し

た
。
一
方
こ
の
教
会
か
ら
も
、
大
下
角
一
、
後
藤
政

一
、
山
村
好
美
牧
師
が
同
志
社
で
働
く
た
め
に
、
日

本
に
行
か
れ
ま
し
九
。

こ
う
し
九
交
流
の
中
で
、
ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
出
身
の

、ノ

大
下
角
一
先
生
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
時
代
に
当
教

会
で
活
躍
し
、
こ
こ
か
ら
献
身
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
神

学
部
に
学
び
卒
業
後
、
英
語
教
師
と
し
て
若
い
数
年

を
同
志
社
に
て
過
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
、

同
志
社
神
学
部
長
、
黒
社
大
学
長
と
な
ら
れ
た
時

ワ
イ
の
教
友
た
ち
に
呼
び
か
け
、
多
額
の

に
は

、

ハ

ワ
イ
奨
学
金
を
も
っ
て
学
生
九
ち
を
励
ま
し
、
支

ハえ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
世
信
者
の
中
に
は
青
年
時
代
の
大
下
先
生
を
知

る
者
が
お
り
、
戦
後
の
何
年
か
奨
学
金
を
集
め
て
送

り
ま
し
た
ヨ
、
と
思
い
出
を
語
る
人
が
い
ま
す
。
今

も
こ
う
し
て
、
こ
う
べ
を
め
ぐ
ら
し
、
目
を
閉
じ
る

だ
け
で
、
「
お
や
じ
」
こ
と
大
下
先
生
の
せ
か
せ
か

し
た
歩
き
振
り
が
、
低
音
の
か
す
れ
声
が
、
そ
し
て

「
空
の
鳥
に
は
や
ぐ
ら
あ
り
」
と
張
り
切
っ
て
説

教
し
て
お
ら
れ
九
御
様
子
な
ど
が
、
眼
前
に
い
き
い

き
と
あ
ら
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
当
教
会
で
教
会
創
立
百
年
悪

と
し
て
「
新
教
育
会
館
L
 
を
建
築
す
る
事
に
な
り
ま

し
九
が
、
そ
の
中
の
一
室
を
「
大
下
角
一
博
士
記
念

室
」
一
ず
ゆ
戸
伽
一
ゆ
刈
魯
9
ゆ
ロ
ル
ご
"
.
ズ
N
"
ミ
0
三
 
o
m
三

ヨ
0
、
m
 
又
n
a
0
二
伽
一
刈
0
0
ヨ
と
い
た
し
九
く
願
っ
て
い

ま
す
0
 
.
:
:
.
L

ワ
イ
に
行
っ
て
、
清
水
昭
牧
師
か
ら
は
色
々
と

ハ

偕
綴
を
も
ら
い
、
中
野
次
郎
著
、
ホ
ノ
ム
誘
1

曾
我
部
四
郎
伝
も
紹
介
さ
れ
九
。
又
、
ハ
ワ
イ
島
ヒ

、ノ

口
の
ヨ
シ
シ
ゲ
ク
ニ
キ
ヨ
さ
ん
(
大
下
先
生
と
同
じ

頃
の
教
会
C
 
の
電
話
番
号
を
教
え
ら
れ
て
連
絡
し

た
。
話
し
て
見
る
と
「
私
は
今
八
二
歳
で
、
大
下
先

生
は
五
つ
六
つ
若
か
っ
た
か
ら
詳
し
い
こ
と
は
知
り

ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
。
獣
し
て
み
る
と
、
大
下

先
生
は
今
年
で
八
六
歳
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
レ
合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
塚
本
彰
夫
牧

師
か
ら
は
、
ハ
ワ
イ
日
系
キ
リ
ス
ト
教
連
盟
綿
の

ザ
・
。
ハ
ラ
ダ
イ
ス
(
一
九
七
五
年
に
開
か
れ
九
、
日

米
ク
リ
ス
チ
十
ン
大
会
記
録
と
、
ハ
ワ
イ
州
日
系
キ

＼ノ

リ
ス
ト
教
会
記
録
)
を
受
取
っ
た
。

工
0
0
0
一
仁
一
仁
ン
身
n
ミ
m
宮
に
,
、
↓
0
ル
伽
气
m
 
一
ず
0
仁
・

三
、
、
を
布
畦
報
知
に
は
「
一
日
一
想
」
を
書
い
て
お

ら
れ
る
ヌ
ア
ヌ
組
合
教
会
名
誉
牧
師
、
大
角
ポ
ー
ル

先
生
は
、
電
話
帳
に
あ
る
大
下
姓
に
片
っ
ぱ
し
か
ら

電
話
を
か
け
て
下
さ
っ
九
。
し
か
し
大
下
角
一
先
生

の
恬
報
は
集
ま
ら
な
か
っ
九
。

八
月
七
日
に
伺
国
し
九
ら
、
竹
中
正
夫
教
授
か
ら

同
志
社
と
ハ
ワ
イ
ー
戦
前
の
交
流
の
軌
跡
を
た
ず

ね
て
1
 
(
伺
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
第
二
十
吾
ぢ
)

が
届
い
て
い
た
。

人
物
誌
を
引
受
け
六
こ
と
を
後
悔
し
九
が
、
今
更

ど
ぅ
に
も
な
ら
な
い
。
手
も
と
に
あ
る
資
料
を
も
と

に
、
と
に
か
く
「
大
下
角
一
人
惣
L
 
を
書
い
て
み

る
こ
と
に
し
九
。

0
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
合
い

大
下
角
一
先
生
は
一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
年
)

九
月
二
0
日
、
ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
で
藤
本
家
の
末
子
と

、ノ

し
て
誕
生
し
た
。
其
の
後
母
親
が
大
下
家
に
幼
い
角

一
を
つ
れ
て
再
婚
し
九
。
色
々
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
自
分
の
力
で
ヒ
ロ
高
校
を
卒
業
し
た
。

ヒ
ロ
組
合
教
会
(
現
在
の
ホ
ー
リ
・
ク
ロ
ス
教
会
)

に
出
席
し
て
い
九
先
生
は
、
樋
口
貫
牧
師
(
同
志
社

神
学
校
別
科
明
治
二
九
年
卒
)
か
ら
受
洗
し
た
。

こ
の
教
会
は
一
八
九
一
年
一
月
に
創
立
さ
れ
た
ハ

ワ
イ
に
お
け
る
最
初
の
日
霜
合
教
会
で
あ
る
。

大
下
先
生
が
受
洗
し
九
当
時
の
こ
と
を
樋
口
牧
師

は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
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「
余
が
ヒ
ロ
教
会
就
任
後
、
余
よ
り
洗
礼
を
領
せ

し
四
五
二
名
中
の
三
九
人
目
に
受
洗
せ
し
は
大
下

九
一
＼

角
一
君
で
あ
っ
た
。
と
き
は
大
正
七
年
(
一

年
)
六
月
二
日
で
あ
っ
た
。
君
発
.
督
者
と
し
て
産

声
を
あ
げ
る
や
、
そ
の
中
心
は
光
明
に
輝
や
き
、
ア

ン
ビ
シ
ヨ
ン
に
満
ち
た
如
く
兄
え
六
。
そ
の
後
数
ケ

月
に
し
て
君
は
<
小
に
来
り
て
円
く
、
「
先
生
、
私
は

伝
道
者
と
な
り
ま
す
」
と
。
畊
に
君
は
齢
一
九
歳
の

青
年
で
あ
っ
た
」

こ
こ
に
あ
る
数
ケ
月
1
何
が
あ
っ
た
か
?
私
が

伝
道
師
の
頃
窕
行
さ
れ
た
南
大
阪
教
会
 
0
年
史

(
昭
和
=
二
年
二
月
万
日
発
行
)
の
弔
と
関
連
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
大
下
角
一
先
生
は
、
将
来
弁
護
士
と
な
っ
て
勧

こ
う
と
志
し
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
学
ん
で
ぃ
た
。
或
る

＼ノ

夏
、
 
Y
M
C
A
主
催
植
よ
る
ハ
ワ
イ
全
島
の
青
年
代

表
者
の
キ
市
ン
プ
に
参
加
し
、
シ
十
ウ
ッ
ド
.
エ
デ

イ
ー
博
士
の
話
を
聞
い
て
、
先
生
の
若
い
血
潮
は
非

壱
な
感
激
に
燃
や
さ
れ
た
。
博
士
が
『
誰
か
ボ
ー
ル

を
受
け
と
め
る
か
0
・
』
と
ア
。
ヒ
ー
ル
し
た
時
、
先
生

の
閲
は
、
『
私
が
受
け
と
め
ま
す
』
と
厨
い
た
。
こ

れ
が
献
身
の
決
心
を
さ
れ
た
瞬
問
で
あ
っ
た
」

大
下
先
生
は
ハ
ワ
イ
大
学
時
代
、
ヌ
ア
ヌ
細
合
教

会
に
欝
し
、
堀
貞
一
牧
師
か
ら
、
強
い
影
粋
を
受

け
六
。其

の
後
北
米
大
陸
に
渡
り
、
ミ
ズ
リ
ー
州
立
大
学

に
転
人
学
し
、
社
会
学
を
ぎ
、
一
九
四
二

作
全
五
歳
)
に
卒
業
し
て
B
A
の
称
号
を

尋
六
。
さ
ら
に
シ
カ
ゴ
大
学
大
饒
神
学
砂

頃
究
科
に
冷
、
一
九
二
六
年
全
姦
)
同

-
F

ノ
ー

研
究
科
を
修
了
し
て
M
A
忠
莅
を
得
、
翌

一
九
二
U
年
全
八
歳
)
シ
カ
ゴ
神
鞍
を

卒
業
し
て
B
D
の
学
位
を
受
け
た
。

欧
米
の
大
学
に
行
っ
て
研
究
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ

た
。

し
か
し
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
日
本
伝
道

の
志
を
決
意
し
、
同
志
社
総
長
、
海
老
名
弾
正
の
招

璃
も
あ
り
、
黒
社
塵
寸
商
業
学
校
に
ス
チ
ユ
ー
デ

ン
ト
.
プ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
と
し
て
来
口
し
た
。

一
九
ヒ
年
(
二
八
歳
)
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で

の
一
作
側
で
あ
っ
六
。

こ
の
時
、
賀
川
仰
髭
先
生
と
の
出
会
い
托
よ
っ

て
、
甥
松
仁
仰
体
繋
L
得
た
。
処
に
"
記
す
べ
き

こ
と
は
、
一
九
一
八
作
、
総
.
R
海
老
名
兇
次
女
、

あ
や
姉
と
結
婚
し
九
こ
と
で
あ
ろ
う
。

あ
や
大
人
は
自
ら
次
の
よ
う
に
紀
し
て
い
る
。

「
レ
イ
モ
ン
ド
・
大
下
は
、
の
ち
に
私
の
夫
と
な

つ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
九
制
度
で
(
ス
チ
ニ
ー
デ

ン
ト
プ
ロ
フ
ニ
ッ
サ
ー
)
派
迅
さ
れ
九
楊
の
人
に

な
る
わ
け
で
す
。

彼
が
京
都
に
打
い
六
晩
は
、
珍
し
く
N
の
焚
し
い

晩
で
し
九
。
伺
じ
寮
に
い
九
小
"
牧
師
(
の
ち
賀
Ⅱ

駿
声
先
生
の
秘
書
と
な
る
。
当
時
総
長
秘
当
を
う

な
が
し
て
散
歩
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
小
川
先
生
は
仕
祭
あ
る
か
ら
と
'
つ
て
な
か

な
か
応
じ
ま
せ
ん
。
レ
イ
モ
ン
ド
は
す
っ
か
り
怒
っ

て
、
日
本
人
の
悪
口
を
さ
ん
ざ
ん
並
べ
立
て
九
そ
う

0
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
プ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
ヘ

シ
カ
ゴ
柳
学
校
卒
業
の
時
、
成
績
優
秀
の

ゆ
え
に
特
別
の
フ
エ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
受
け
、
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で
す
。
美
を
愛
す
る
国
民
だ
と
聞
い
て
来
た
が
月
を

見
る
こ
と
も
知
ら
な
い
。
要
す
る
に
日
本
人
の
美
と

は
形
式
と
模
擬
に
す
ぎ
ぬ
、
と
彼
独
特
の
整
で
小

川
先
生
を
や
り
込
め
て
、
自
分
も
く
さ
っ
て
し
ま
っ

九
の
か
、
寝
床
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
六
。
そ
の
時

九
ま
た
ま
父
が
散
歩
に
出
て
、
あ
ま
り
月
が
美
し
い

か
ら
、
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
一
.
世
を
誘
っ
て
あ
げ

よ
う
と
い
う
わ
け
で
、
寮
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
総

長
に
誘
わ
れ
て
、
レ
イ
モ
ン
ド
は
び
っ
く
り
飛
び
起

き
て
出
て
来
る
と
、
今
度
は
そ
こ
へ
、
弟
の
雄
二
と

私
が
通
り
か
か
り
ま
し
た
0
 
・
・
:
:
L

何
と
美
し
い
思
い
出
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
三
0
年
、
単
身
シ
カ
ゴ
大
学
に
帰
り
、
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
を
修
了
、
一
九
三
一
年
ド
ク
タ
ー
・
オ

ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
受
け
た
。

一
九
三
一
年
、
東
京
番
町
教
会
副
牧
師
と
し
て
、

綱
島
佳
吉
牧
師
を
た
す
け
て
働
い
た
。

一
九
三
五
年
、
南
大
阪
教
会
牧
師
に
招
聰
さ
れ
、

生
涯
、
牧
会
者
と
し
て
全
力
投
球
し
九
。

0
大
下
角
一
と
同
志
社

二
世
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
労
苦
さ
れ
九

火
下
先
生
は
、
一
九
四
八
年
六
月
、
同
志
社
大
学
神

学
部
教
授
会
に
よ
っ
て
、
実
践
神
学
担
当
教
授
に
招

璃
さ
れ
、
来
任
後
問
も
な
く
神
学
部
長
に
逃
出
さ
れ

九
。

住
居
が
京
都
に
な
か
っ
突
め
、
此
春
寮
に
(
神

学
部
寮
)
単
身
乗
り
込
ん
で
き
九
。
学
生
問
に
「
南

大
阪
教
会
の
オ
オ
シ
タ
と
か
い
う
二
世
牧
師
が
、
此

の
頃
の
神
学
生
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
並
べ
て
な

ぐ
る
と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
」
と
い
う
喚
が
、
ま
こ

と
し
や
か
に
流
れ
た
。
酒
井
哲
夫
、
高
道
基
、
私
な

ど
も
寮
に
仮
寓
す
る
こ
と
に
猛
反
対
し
九
。
し
か
し

其
の
後
、
直
接
大
下
先
生
に
出
会
っ
九
私
た
ち
は
、

峰
に
惑
わ
さ
れ
た
冑
ら
を
深
く
恥
じ
、
先
生
を
「
お

や
じ
」
と
名
付
け
て
尊
敬
し
た
。

御
家
族
が
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
に
移
ら
れ
た
後
も
、

寮
の
風
呂
に
わ
ざ
わ
ざ
入
り
に
来
て
、
学
生
達
と
遅

く
ま
で
話
し
込
ん
で
行
か
れ
九
。
冬
な
ど
、
一
緒
に

つ
い
て
来
九
幼
い
息
子
九
ち
が
、
湯
ざ
め
し
て
震
え

て
い
た
こ
と
も
、
一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
九
。

一
九
四
九
年
、
宗
教
部
長
を
兼
任
、
折
か
ら
起
っ

た
福
井
地
震
に
、
救
援
責
任
老
と
し
て
学
生
を
謹

し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
九
0

飯
清
、
竹
中
正
夫
、
酒
井
哲
雄
、
武
問
亨
次
、

河
崎
洋
子
、
」
局
道
基
、
清
水
昭
、
中
嶋
正
昭
、
村
山

盛
敦
な
ど
が
大
い
に
活
躍
し
、
黒
社
大
学
の
キ
リ

ス
ト
教
運
動
推
巡
の
鞭
を
築
い
た
。

一
九
四
九
年
秋
、
袰
シ
カ
ゴ
神
学
校
よ
り
、
ド

ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
デ
ィ
ビ
イ
ニ
テ
ィ
ー
の
名
誉
学
位

を
受
け
九
。

一
九
五
四
年
七
月
、
大
獲
に
需
さ
れ
、
一

ブ

六
0
年
ま
で
の
一
.
期
、
大
学
の
允
突
の
た
め
に
貢
献

し
た
。此

の
間
、
卸
静
館
と
弘
風
館
を
斯
築
し
、
新
町
校

舎
の
土
地
購
入
等
の
外
形
的
発
展
を
な
す
と
共
に
、

教
授
の
海
外
貿
而
度
の
拡
張
と
実
施
、
各
学
部
の

教
授
陣
容
の
充
突
等
に
寄
与
し
六
。

私
は
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
、
大
下

1938 (昭和13)年 デントンハウスにて

90



角
一
牧
師
の
も
と
、
南
大
阪
教
公
の
製
師
と
し
て

働
い
て
い
九
。
丁
度
、
大
賃
と
し
て
飛
μ
を
荷
っ

て
い
た
時
剛
で
あ
る
。

大
予
長
と
し
て
、
又
、
京
都
巾
公
安
委
n
と
し
て

其
の
他
十
擶
を
越
す
公
職
を
"
二
L
、
多
忙
を
極
め

て
い
九
。

し
小
し
ル
ハ
生
は
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
牧
師
で
あ

る
こ
と
に
'
り
を
"
ち
、
火
の
出
る
よ
う
な
説
教
で

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
九
。

こ
ん
な
こ
と
も
思
い
出
す
。

役
門
べ
ム
で
、
伝
道
師
招
琳
を
議
す
る
こ
と
に
な

り
、
役
n
が
そ
れ
ぞ
れ
愆
見
を
述
べ
九
。

庁
年
を

屍
教
の
う
ま
い
人
、
人
格
円
満
な
人
、

指
春
出
来
る
人
等
々
:
:
:
光
ま
っ
て
聞
い
て
お
ら

れ
六
先
生
は
、
も
し
こ
の
教
会
に
愛
が
中
き
て
い

る
な
ら
ぱ
、
レ
ん
な
人
で
も
受
け
人
れ
ま
し
よ
う
。

ど
ん
な
人
で
も
育
て
ま
し
ょ
う
し
と
発
:
ぎ
れ
、
一

座
は
シ
ー
ン
と
な
っ
た
0

一
人
の
ハ
ワ
イ
.
世
が
、
Π
本
釜
の
た
め
に
献

身
し
て
同
心
社
に
来
九
と
ば
か
り
思
っ
て
い
九
。
し

か
し
、
ヒ
ロ
の
樋
Π
貫
牧
師
、
ヌ
ア
ヌ
の
堀
貞
一
牧

総
.
長
海
老
名
弾
正
、
賀
Ⅱ
豊
彦
九
ち
と
の
出
会

Ⅱ
、

Ⅲい
の
巾
に
、
柳
の
見
え
ざ
る
御
手
が
あ
ざ
や
か
に
佃

い
て
い
六
こ
と
を
深
く
思
う
。

冒
頭
の
大
下
角
一
先
生
の
祈
り
は
、
九
だ
、
私
だ

け
の
た
め
の
祈
り
で
は
な
か
っ
九
。

先
生
が
ス
チ
ユ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
と

し
て
接
し
た
業
述
、
番
町
教
会
で
出
会
っ
光
利
年

辻
、
祠
L
心
社
や
南
大
阪
教
へ
ム
で
交
わ
っ
六
杵
者
述
、

特
に
仏
遒
老
と
し
て
巣
立
っ
て
行
っ
光
神
学
生
た

ち
へ
の
祈
り
で
あ
っ
九
こ
と
を
<
'
思
う
。

そ
し
て
、
そ
の
祈
り
は
今
も
生
き
て
お
り
、
全
国

各
聖
活
躍
し
て
い
る
伝
道
老
九
ち
の
は
げ
ま
し
と

な
っ
て
い
る
。

あ
の
時
五
歳
だ
っ
煮
子
、
先
生
か
ら
南
大
阪
教

公
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
九
息
f
は
、
黒
社
大
学
神

学
部
、
シ
ン
ガ
ホ
ー
ル
の
.
神
学
院
を
出
て
、

い

よ
い
よ
こ
の
秋
釜
界
に
1
立
と
ぅ
と
し
て
い
る
。

(
昭
和
二
十
六
年
大
学
神
字
部
卒
三
十
八
年
火
学
太
饒

神
¥
研
究
科
修
了
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師
)
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